
QRコードをスマートフォンで
読み取って活用してください。

・市政のここが聞きたい！ 一般質問 �  2
・常任委員会の活動報告 �  8
・提出議案の議決結果一覧 �  9
・動物との共生に関する条例�  10
・市議会からのお知らせ／編集後記 �  12

人
と
動
物
が
共
生
す
る
ま
ち
、

人
と
動
物
が
共
生
す
る
ま
ち
、

宮
崎
市

宮
崎
市––– 
––– 

。。

発行／宮崎市議会　編集／広報広聴委員会年4回発行

目　

次 宮崎市議会
ホームページ

宮崎市議会
議会中継
ホームページ

宮崎市議会
Facebook
ページ

開かれた市議会へ!

3Vol.
令和4年1月発行

12月定例会号
宮崎市の今を見つめ、未来へつなぐ

12
9

3
6

月 月

月月

定例会は年4回
今回は12月に開催しました



市政のここが聞きたい！

一般質問
登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。

一般質問の映像を公開していますので、
詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト

表内左より、登壇順・質問者（会派）・質問内容を掲載しています

令和3年 第8回（12月）宮崎市議会定例会　一般質問一覧

一般質問は、
市政全般の問題について
市の方針を問うものです。

令和3年第8回（12月）定例会では、
12月6日～9日までの４日間にわたり、
20人の議員が質問に立ちました。
そのなかから主なものを、
登壇順にご紹介します。

市政の
ここが聞きたい！

一般質問同
志
会

今
田 

裕
信

1

市
政
同
志
会

日
高 

あ
き
ひ
こ

2

政
友
会

松
山 

泰
之

3

前
新
会

山
口 

俊
樹

4

問
地
域
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

答
本
制
度
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
と
協

議
し
、
事
業
提
案
を
公
表
す
る
こ
と
で
寄
附
を

募
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
新
田
原
基
地
周
辺
騒
音
対
策
に
対
し
今
後

ど
の
よ
う
に
要
望
し
て
い
く
の
か
。

答
基
地
周
辺
協
議
会
に
よ
る
要
望
を
再
度
行

い
、
第
一
種
区
域
の
騒
音
対
策
に
つ
い
て
、
今

後
は
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
旨
の
返
答
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
佐
土
原
歴
史
資
料
館
（
鶴
松
館
）
周
辺
の

整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
鶴
松
館
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
業
者
に
委

託
し
、
原
因
調
査
と
改
修
の
計
画
を
実
施
し
、

隣
接
遊
休
地
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中

に
草
刈
り
を
実
施
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

問
佐
土
原
町
の
国
土
調
査
の
測
量
精
度
と
、

そ
の
誤
差
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
測
量
精
度
の
区
分
は
精
度
の
高
い
順
か
ら

３
番
目
で
、
位
置
誤
差
は
45
㎝
以
内
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
し
て
の
支
援

の
仕
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
今
後
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
ク
ラ
ブ
数
及
び
会
員
の
減
少
に

つ
い
て
の
対
策
や
市
に
提
出
す
る
書
類
の
簡
素

化
な
ど
を
図
り
ま
す
。

問
今
回
の
内
海
地
区
の
災
害
に
対
し
各
部
局

で
の
対
応
及
び
そ
の
対
策
、
そ
し
て
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
市
民
の
命
を
守
る
事
業
や
国
土
強
靭
化
及

び
安
全
・
安
心
で
災
害
に
強
い
宮
崎
市
を
つ
く

る
た
め
の
各
部
局
の
対
応
策
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
て
い
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
附
金
を
集
め
た

が
そ
の
使
途
は
。

答
今
回
の
災
害
の
復
旧
に
活
用
し
ま
す
。

問
「
マ
ル
シ
ッ
プ
船
員
（
日
本
籍
船
に
乗
船

す
る
外
国
人
船
員
）」
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応

は
。

答
本
人
確
認
等
が
で
き
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
券
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
り
田
畑
や
農
道
が

荒
廃
し
て
い
る
が
除
草
な
ど
機
械
化
が
必
要
で

は
。
ま
た
、
も
み
す
り
組
合
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
が
支
援
策
は
ど
う
か
。
蛎
原
川
の

氾
濫
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
相
談
に
応
じ
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
蛎

原
川
に
つ
い
て
は
、
県
や
関
係
機
関
と
協
議
し

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
種
子
法
廃
止
で
消
費
者
が
安
全
性
に
懸
念

を
持
つ
の
で
は
。

答
県
に
よ
り
安
定
的
な
供
給
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
市
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
の
職
員
の

対
応
や
学
校
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
違
法
薬
物
対
策
な
ど
に

お
い
て
警
察
等
と
の
連
絡
会
議
を
密
に
で
き
な
い
か
。

答
県
警
と
は
連
携
を
深
め
、
職
員
研
修
、
地

域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
下
水
処
理
場
や
中
継
ポ
ン
プ
場
の
被
害
想

定
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
緑
松
地
区
へ
の
避
難

タ
ワ
ー
は
建
設
で
き
な
い
か
。

答
処
理
場
４
施
設
で
３
ｍ
か
ら
７
・
７
m
浸

水
す
る
想
定
で
す
、
耐
震
化
も
42
％
で
、
機
能

確
保
を
図
り
ま
す
。
緑
松
へ
の
避
難
タ
ワ
ー
は
、

何
ら
か
の
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

問
日
付
を
遡
っ
た
事
務
処
理
に
つ
い
て
庁
内

調
査
の
結
果
、
３
２
０
０
件
を
超
え
る
遡
及
処

理
が
判
明
し
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を

講
じ
る
の
か
。

答
今
回
の
調
査
結
果
の
分
析
を
行
い
、
遡
及

処
理
の
正
当
な
理
由
等
を
確
認
す
る
と
共
に
、

全
庁
的
に
調
査
結
果
の
概
要
を
示
す
こ
と
で
、

各
課
に
て
文
書
収
発
事
務
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
す
る
契
機
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
各
課
の
確
認
体
制
を
強
化
す
る
な
ど
、

遡
及
処
理
す
る
文
書
の
件
数
を
可
能
な
限
り
減

ら
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
設
置

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
現
状
、
生
理
用
品
は
、
保
健
室
等
で
管
理

し
て
い
ま
す
。
各
学
校
の
意
向
に
配
慮
し
な
が

ら
、
希
望
す
る
学
校
で
の
試
行
的
な
実
施
を
含

め
、
ト
イ
レ
へ
の
設
置
の
必
要
性
や
実
効
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
市
が
撮
影
し
た
写
真
や
作
成
し
た
素
材
を

二
次
利
用
す
る
際
に
ル
ー
ル
は
あ
る
か
。

答
今
後
、
関
係
部
局
と
協
議
し
な
が
ら
、
本

市
が
所
有
す
る
写
真
等
の
二
次
使
用
の
運
用
方

法
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
諸
対
策

水
産
振
興
施
策

「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
宮
崎
市
」
活
動

豪
雨
災
害
に
お
け
る
内
海
地
区
対
応

文
書
の
取
扱
い

女
性
の
健
康
支
援

著
作
権

持
続
可
能
な
農
業
政
策

警
察
お
よ
び
警
察
Ｏ
Ｂ
と
の
連
携

大
地
震
・
津
波
対
策

危
機
管
理

公
共
施
設
の
整
備
と
利
活
用

都
市
計
画

12月7日（火）

6 中川 義行
（社民党）

新庁舎建設、コロナ禍の学校生活、情報通信
教育、会計年度任用職員の処遇改善について

7 黒川 正信
（民友会）

市長のリーダーシップ、川原通線について

8 伊地知 義友
（同志会）

脱炭素化、教育現場、職員育成、コロナ対策、公
園緑地、庁舎建替え、客引き行為等禁止条例、
公共施設経営等について

9 松山 清子
（はまゆう）

避難所、地域の乗合タクシー、学校トイレの改
修、あけぼの広場の有効活用、国民スポーツ大
会について

10　　　　　上田 武広
（公明党）

ゼロカーボンシティみやざき、地域気象防災支
援、聴覚障がい者への情報伝達、職員の人事
異動、感染症対策、道路拡幅等について

12月6日（月）

1 今田 裕信
（同志会）

コロナ禍における諸対策、危機管理、公共施設
の整備、教育、都市計画、市長の政治姿勢等に
ついて

2 日高 あきひこ
（市政同志会）

さんさんクラブ宮崎市、内海地区への災害対
応、水産振興施策について

3 松山 泰之
（政友会）

持続可能な農業政策(農地荒廃、 蛎原川)、種
子法、警察及び警察OBとの連携、津波対策
(下水処理場、緑松地区)について

4 山口 俊樹
（前新会）

文書の取扱い、消防庁舎の検討のあり方、ア
リーナ構想、諸問題について

5 松田 浩一
（社民党）

教員免許更新制、投票率アップ、フッ化物につ
いて

12月9日（木）

16 黒木 恒一郎
（市政同志会）

ガーデンツーリズム促進事業に対する補助金
の交付、市長の政治姿勢(自粛要請時の行動、
市民の痛みに寄り添う姿勢)等について

17 上沖 篤史
（民友会）

不妊治療、障がい者雇用の現状、 待ち時間解
消の取組、子育て支援対策、自治会のあり方、
中央東地区の土地利用について

18 前本 尚登
（前新会）

交流センターと公民館のあり方、 人口減少と
少子化対策について

19 下村 博史
（政友会）

学校教育(学力向上、教育旅行、給食費の公会
計)、路上喫煙対策、大塚台緑地、猿対策につ
いて

20 吉田 正樹
（公明党）

夜間中学の開設、害獣対策、サポカーへの助
成、奨学金返還支援について

12月8日（水）

11 中村 鉄兵
（令政会）

小中学校児童生徒の生活環境、宮崎市営墓
地、マチナカの活性化(宮崎駅周辺の将来のま
ちづくりに対する市長の思い)について

12 冨永 千香
（前新会）

生活困窮者自立支援、子供の遊び場インク
ルーシブ遊具導入について

13 図師 勝幸
（市政同志会）

F-35Bの新田原基地への配備、河川浄化、コロ
ナ対策(感染予防対策、経済対策)について

14 日髙 透
（志誠会）

森林施策、コミュニティ・スクール等、学校給
食、所有者不明土地、相続登記義務化、アリー
ナの将来性について

15 太場 祥子
（公明党）

2050年ゼロカーボンシティみやざき、医療的
ケア児支援、性的少数者への理解、女性の健
康支援、投票所、不登校対策について

※�12月定例会では、アクリル板設置箇所でのマスク着用は必須としておりません。
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市政のここが聞きたい！

一般質問

問
子
ど
も
た
ち
へ
コ
ロ
ナ
関
連
に
特
化
し
た

お
困
り
事
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
で
き
な
い
か
。

答
議
員
か
ら
ご
提
案
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、

児
童
生
徒
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
り
感
を
把

握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
解
消

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
墓
地
の
区

画
を
増
や
す
計
画
は
な
い
の
か
。

答
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
で
多
く
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
合
葬
墓
の
需
要
の
高
さ
が
現
れ
た
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
京
塚
２
丁
目
の

市
営
桃
山
墓
地
の
一
角
に
、
合
葬
墓
の
新
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

問
宮
崎
駅
を
核
に
し
た
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

答
市
民
の
皆
様
に
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
、

働
き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
全
力
で
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
高
千
穂
通
り
の
社
会
実
験
に
関
与
し
て
い

た
複
数
の
部
署
を
一
本
化
し
、
組
織
体
制
を
強

化
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

答
議
員
ご
提
案
の
と
お
り
現
在
、
新
た
な
部

署
の
新
設
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
は
主
に
民
生
委
員

児
童
委
員
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
よ
う
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

全
戸
に
配
布
さ
れ
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

ど
の
よ
う
に
利
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
誰
が
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か
個
別
避
難

計
画
を
作
成
し
、
災
害
時
の
備
え
を
し
て
い
ま

す
。
マ
ッ
プ
を
積
極
的
に
活
用
し
市
民
の
防
災

意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
各
地
域
の
現
状
と
利
用
状
況
、
問
題
点
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
高
岡
、
木
花
、
北
、
田
野
、
佐
土
原
が
本

格
運
行
。
住
吉
、
生
目
が
試
験
運
行
。
協
議
会

に
よ
り
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
集
会
が
な
く
、
事

業
内
容
等
の
周
知
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
1
万
㎡
の
あ
け
ぼ
の
広
場
は
敷
地
整
備
も

さ
れ
ず
イ
ベ
ン
ト
に
も
使
い
勝
手
が
悪
く
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
公

共
施
設
建
設
要
望
の
意
見
書
を
４
年
前
に
提
出

し
て
い
る
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
新
た
な
公
共
施
設
の
整
備
は
、
困
難
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
既
存
の
公
共
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、
地

域
の
気
象
災
害
情
報
に
詳
し
く
、
自
治
体
の
防

災
対
策
を
支
援
す
る
専
門
家
で
あ
る
。
今
後
予

定
は
ど
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
宮
崎
地
方
気
象
台
と
情
報
交
換
を
し
な
が

ら
、
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
津
和
田
柳
籠
線
の
道
路
拡
幅
に
よ
り
、
車

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
す
で
に
生
じ
て
い
る
。

速
度
制
限
表
示
・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
・

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
小
中
学
校
の
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
安
全
対
策
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の

設
置
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
部
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
基
盤
構
築
の
推
進
に
必
要
で
あ
る
。
本
市
の

さ
ら
な
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
取
得
率
ア
ッ
プ
の

た
め
に
、
本
市
独
自
で
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

の
上
乗
せ
は
で
き
な
い
か
。

答
本
市
で
は
、
健
康
み
や
ざ
き
マ
イ
レ
ー
ジ

推
進
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
応

赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
上
乗
せ
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

問
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
に
よ
る
教
員
の

資
質
向
上
の
成
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
令
和
３
年
度
に
国
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
よ
る
と
、
大
学
等
の
講
座
の
受
講
に

よ
り
、
最
新
の
知
識
・
技
能
を
習
得
で
き
た
と

い
う
意
見
が
52
・
６
％
を
占
め
て
お
り
教
員
の

資
質
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
現
職
教
員
を
対
象
に
し
た
「
免
許
更
新
制

高
度
化
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
」
に
お
け
る

調
査
結
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
総
合
的
な
満
足
度
は「
不
満
」「
や
や
不
満
」

の
否
定
的
な
回
答
が
58
・
５
％
と
過
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
一
定
の
評
価
が

あ
っ
た
反
面
、
講
習
の
た
め
の
時
間
の
確
保
や

手
続
き
の
煩
雑
さ
、
費
用
面
で
の
負
担
等
の
不

満
が
多
く
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
結
果
等
を
も
と
に
、
今
回
の
見
直
し
に

至
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
２
歳
児
に
フ
ッ
化
物
を
塗
布
す
る
事
業
だ

が
、
１
回
目
の
実
施
率
57
・
９
％
に
対
し
、
２

回
目
、
３
回
目
の
実
施
率
が
悪
い
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
２
回
目
、
３
回
目
に
つ
い
て
は
歯
科
医
の

か
か
り
つ
け
医
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
お
り
、
歯
科
医
師
会
か
ら
保
険
医
療
で
受
診

し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
活
保
護
受
給
者
が

増
え
て
い
な
い
要
因
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
緊
急
小
口
資
金
や
総
合
支
援
資
金
等
の
各

種
貸
付
制
度
、
住
居
確
保
給
付
金
や
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
金
の
各
種
給
付
制
度
等
の
利
用
に

よ
り
生
活
を
繋
い
で
い
る
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
今
後
、
公
的
賃
貸
住
宅
の
空
き
住
戸
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
へ
低
廉
な
家
賃
で
貸
与
し
就
労
等
を
見

据
え
た
自
立
支
援
を
行
う
仕
組
み
の
創
設
な
ど

衣
食
住
を
一
定
期
間
保
証
す
る
一
時
生
活
支
援

制
度
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
必
要
性
に
つ
い
て
先
進
地
事
例
な
ど
を
ま

ず
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問
民
間
団
体
へ
の
情
報
提
供
な
ど
連
携
を
密
に

図
り
、
支
援
員
の
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
化
を
進
め
て
支

援
力
を
上
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
支
援
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
民
間

と
の
連
携
を
深
め
、
相
談
者
の
生
活
再
建
に
努

め
ま
す
。

問
公
園
や
学
校
校
庭
の
遊
具
を
障
が
い
の
有
無

に
関
係
な
く
誰
で
も
利
用
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
に
更
新
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
。

答
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
今
後
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
る
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
自
然
動
物
園
内
に
多
様
性
へ
の
相
互
理
解

を
深
め
ら
れ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
を
導
入

で
き
な
い
か
。 

答
大
変
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て

お
り
施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
大
瀬
浄
水
場
用
地
売
却
を
な
ぜ
入
札
に
し

な
か
っ
た
の
か
。

答
鑑
定
評
価
額
以
上
で
売
却
す
る
こ
と
が
適

切
で
あ
る
と
い
う
上
下
水
道
局
の
経
営
判
断
に

つ
き
ま
し
て
は
、
私
も
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
裁
判
で
違
法
行
為
だ
と
判
断
さ
れ
、
責
任

の
所
在
を
市
民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
本
件
の
住
民
訴
訟
で
は
、「
随
意
契
約
に

よ
り
土
地
売
却
取
引
を
行
っ
た
こ
と
が
違
法
で

あ
り
時
価
評
価
額
と
比
較
し
て
低
価
格
で
売
却

し
た
こ
と
に
よ
り
宮
崎
市
は
損
害
を
被
っ
た
と

し
て
、
当
時
の
上
下
水
道
局
長
に
対
し
て
損
害

賠
償
を
請
求
せ
よ
」
と
し
て
提
訴
さ
れ
た
も
の

で
す
。
判
決
で
は
、
売
買
契
約
に
お
い
て
損
害

が
生
じ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

し
て
、
原
告
か
ら
の
請
求
は
理
由
が
な
い
と
し

て
棄
却
さ
れ
、
本
市
が
勝
訴
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
ア
リ
ー
ナ
構
想
の
中
止
を
発
表
し
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。

答
ア
リ
ー
ナ
構
想
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
も
市
、
ゼ
ビ
オ
社
、
双
方
が
近
況
報
告
や

情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、
継
続
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、
変
わ
ら
ぬ
信
頼
関

係
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

早
期
の
協
議
再
開
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
み
や
ざ
き
」
を

着
実
に
進
め
る
た
め
に
世
界
一
の
研
究
、
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
成
果
等
を
持
つ
宮
崎
大

学
と
緊
密
な
連
携
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
新
た
な
未
来
社
会
に
繋
が
る
革
新
的
な
研

究
・
技
術
開
発
へ
挑
戦
し
続
け
る
宮
崎
大
学
と

連
携
を
深
め
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
み
や
ざ
き

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
現
場
は
疲
弊
し
若
い
教
職
員

の
中
に
は
辞
め
た
い
と
の
声
も
聞
く
。
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
育
て
る
た
め

に
も
若
手
教
職
員
の
力
と
成
長
は
不
可
欠
。
コ

ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
座
談
会
な
ど
を
催
し
若
い
教

職
員
の
思
い
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み

を
進
め
る
上
で
も
有
効
な
方
策
の
一
つ
と
考
え

ま
す
。
聴
く
機
会
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
仕
事
の
進
め
方
に
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
た

め
、
弁
護
士
採
用
等
提
案
し
て
き
た
が
成
果
は
。

人
材
育
成
に
も
っ
と
力
を
注
ぐ
べ
き
で
は
。

答
令
和
元
年
か
ら
専
門
職
17
名
を
採
用
。
公

務
の
能
率
的
な
運
営
が
確
保
さ
れ
豊
富
な
経

験
に
基
づ
く
助
言
や
業
務
改
善
の
提
案
な
ど
他

職
員
の
能
力
開
発
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
弁
護
士
は
今
年
度
一
名
を
採
用
予
定
で
す
。

問
ア
リ
ー
ナ
建
設
計
画
は
断
念
し
た
の
か
。

答
民
設
民
営
の
ア
リ
ー
ナ
実
現
を
目
指
し
ゼ

ビ
オ
社
と
の
協
議
再
開
を
目
指
し
ま
す
。

問
県
と
県
立
体
育
館
敷
地
利
用
の
協
議
は
。

答
協
議
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
市
民
プ
ラ
ザ
は
新
庁
舎
建
設
の
際
に
連
結

で
き
る
設
計
・
建
設
で
は
な
い
の
か
。

答
将
来
の
庁
舎
建
て
替
え
も
想
定
し
建
物
同

士
の
連
結
も
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
学
校
生
活
・
行
事
の
現
状
と
今
後
は
。

答
毎
日
検
温
、
給
食
時
の
黙
食
、
校
庭
で
の

遊
び
時
間
の
指
定
、
入
学
式
や
運
動
会
、
参
観

日
の
入
場
制
限
や
規
模
縮
減
を
し
て
い
ま
す
。

問
年
休
を
時
間
単
位
で
取
得
で
き
な
い
か
。

答
時
間
単
位
で
取
得
可
能
で
す
。

問
休
憩
時
間
中
に
対
応
し
た
場
合
、
休
憩
時

間
を
延
ば
し
て
確
保
で
き
な
い
か
。

答
事
前
に
休
憩
時
間
と
勤
務
時
間
の
割
り
振

り
を
変
更
し
ま
す
。

問
休
日
出
勤
の
休
日
手
当
は
。

答
週
休
日
の
振
替
が
で
き
な
い
場
合
、
時
間

外
手
当
や
休
日
勤
務
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

問
夏
季
休
暇
を
正
職
員
と
同
じ
日
数
に
で
き
な
い
か
。

答
正
職
員
は
５
日
で
会
計
年
度
任
用
職
員
は

国
の
非
常
勤
職
員
並
み
の
３
日
間
と
し
ま
す
。

登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。
一般質問の映像を公開していますので、詳しい内容は右のQRコードをスマートフォンで読み取ってご確認ください。
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市政のここが聞きたい！
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問
公
用
車
に
走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
電
気
自
動
車
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

か
。答

現
在
、
導
入
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
、
電
気
自
動
車
の
販
売
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
充
電
設
備
の
課
題
も
整
理
す
る
な
ど
公
用

車
へ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
保
育
所
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支

援
は
。

答
現
在
建
設
中
の
小
戸
保
育
所
で
、
医
療
的

ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

問
日
常
生
活
用
具
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
の
補

助
対
象
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
他
の
自
治
体
も
参
考
に
、
今
後
対
応
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
啓
発

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
に
個

別
勧
奨
を
行
い
ま
す
。

問
乳
が
ん
予
防
の
自
己
検
診
の
た
め
の
お
風

呂
に
張
る
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
に
つ
い
て
ど
う
検

討
し
た
か
。

答
市
内
６
か
所
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に

設
置
し
、
来
客
者
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
本
市
と
し
て
不
妊
治
療
休
暇
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
不
妊
治
療
を
受
け
な
が
ら
働
い
て
い
る
職

員
が
休
暇
を
取
得
で
き
る
よ
う
、
本
市
職
員
に

つ
き
ま
し
て
も
休
暇
を
取
得
で
き
る
よ
う
必
要

な
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
一
時
保
育
を
受
け
ら
れ
る
施
設
に
つ
い
て
、

市
の
窓
口
で
随
時
更
新
し
た
最
新
の
情
報
を
市

民
に
紹
介
で
き
な
い
か
。

答
市
の
窓
口
に
お
け
る
一
時
預
か
り
事
業
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
最
新
の
実

施
状
況
を
市
民
へ
紹
介
で
き
る
よ
う
、
今
後
、

施
設
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。問

本
市
正
職
員
の
採
用
試
験
に
お
い
て
「
自

力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し

に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
」
の
要
件
撤
廃
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
希
望
す
る
全
て

の
障
が
い
者
が
受
験
で
き
る
よ
う
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
正
職
員
の
採
用
試
験
に
お
い
て
自
力

に
よ
る
通
勤
等
の
要
件
を
撤
廃
す
る
よ
う
見
直

し
を
行
い
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

問
生
目
地
区
の
複
合
施
設
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
と
し
て
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
位
置
付
け
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

答
利
用
し
や
す
い
、
さ
ら
な
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
社
会
教
育
法
の
適
用
を
受
け

な
い
交
流
セ
ン
タ
ー
等
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

と
し
て
運
営
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
使
用
基
準
の
緩
和
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

答
特
産
品
の
販
売
な
ど
が
継
続
的
に
実
施
定

着
し
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
展
す
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

答
地
域
団
体
と
協
働
し
、
公
立
公
民
館
等

の
事
業
に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
備
し
て
き
ま

す
。問

本
市
の
人
口
減
少
は
、
デ
ー
タ
か
ら
少
子

化
の
影
響
が
大
き
い
。
地
方
創
生
の
重
点
目
標

に
、
婚
姻
率
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
追
加
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
目
標
値
設
定
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と

議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
少
子
化
対
策
を
推
進
す
る
組
織
を
つ
く
る

考
え
は
な
い
か
。

答
少
子
化
問
題
に
対
応
す
る
組
織
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問
文
部
科
学
省
推
奨
の
公
会
計
化
を
本
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
本
市
は
現
在
、
学
校
ご
と
の
献
立
作
成
や

食
材
調
達
を
公
会
計
化
後
も
維
持
し
て
い
く
た

め
の
ル
ー
ル
作
り
な
ど
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、

他
市
の
状
況
を
調
査
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
樹
木
伐
採
の
管
理
と
今
後
の
対
応
は
。

答
巡
視
に
よ
る
日
常
点
検
や
地
域
住
民
か
ら
の

連
絡
等
に
よ
り
状
況
を
把
握
し
、
現
地
調
査
を
行

い
危
険
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
専
門
業
者
へ

委
託
し
伐
採
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

市
全
体
の
法
面
緑
地
の
状
況
を
箇
所
ご
と
に
カ
ル

テ
を
作
成
し
、
整
備
手
法
や
整
備
順
位
な
ど
費
用

面
を
含
め
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
対
応
策
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
大
塚
地
区
や
小
松
地
区
等
の
住
宅
地
で
猿

が
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
が
、
対
応
は
。

答
猿
を
住
宅
地
か
ら
居
な
く
な
る
よ
う
に
す

る
に
は
「
追
い
払
い
活
動
」
又
は
「
捕
獲
」
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
市
職
員
主
体
の
追
い
払
い
活

動
を
継
続
し
な
が
ら
地
域
住
民
に
も
ご
協
力
を

い
た
だ
き
実
施
し
て
い
き
た
い
で
す
。「
捕
獲
」

は
県
中
部
農
林
振
興
局
や
南
警
察
署
と
の
合
同

で
職
員
を
動
員
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
エ
リ
ア
の
決
定
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
捕
獲
許
可
申
請
時
に
、
住
吉
地
域
の
捕
獲

班
に
、
佐
土
原
地
域
の
捕
獲
班
員
を
含
め
て
、

申
請
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

問
日
本
学
生
支
援
機
構
の
返
済
支
援
制
度
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
就
業
者
で
あ
る
社
員
に
代
わ
っ
て
、
各
企

業
が
直
接
、
返
還
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
機

構
に
送
金
で
き
る
制
度
で
す
。
多
く
の
企
業
が

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
若
者
の
流
出

の
抑
制
や
人
材
の
還
流
促
進
の
た
め
の
取
組
に

な
り
得
る
の
で
市
と
し
て
周
知
に
努
め
ま
す
。

問
宮
崎
市
戦
略
推
進
会
議
へ
開
設
を
諮
問
し
た
の
か
。

答
様
々
な
理
由
で
義
務
教
育
を
十
分
に
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
方
に
対
し
、
再
び
教
育
を
受
け
る
機

会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
、
夜
間
中
学
の

設
置
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問
不
登
校
生
徒
の
夜
間
中
学
受
入
れ
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
多
様
な
教
育

機
会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
本
人
の
希
望
を

尊
重
し
た
う
え
で
、
夜
間
中
学
に
お
い
て
受
け

入
れ
る
こ
と
も
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
１
月
２
日
、
本
県
で
30
人
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
者
が
発
表
さ
れ
、
知
事
が
県
内
は
感
染
急

拡
大
の
瀬
戸
際
に
あ
り
、
緊
張
感
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
て
い
た
時
期
、
当
局
の
保
健

所
職
員
は
年
末
年
始
も
な
く
多
忙
を
極
め
、
市

民
も
成
人
式
の
中
止
な
ど
、
我
慢
を
強
い
ら
れ

て
い
る
中
の
鹿
児
島
旅
行
。
こ
の
軽
率
な
行
動

は
、
言
語
道
断
の
振
る
舞
い
で
あ
り
、
誠
に
残

念
な
思
い
と
憤
り
を
覚
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
市
長
は
昨
年
の
年
末
、
仕
事
納
め
式
に

お
い
て
、
我
々
議
員
や
職
員
を
前
に
し
て
、
自

粛
要
請
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
お
願
い
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
鹿
児
島
旅
行
。
こ
の
こ
と

は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
も

の
で
あ
り
、
市
民
や
職
員
の
信
頼
は
失
墜
し
た

の
で
は
な
い
の
か
。

答
家
族
旅
行
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
軽
率
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
議
会
の
代
表
者

会
、
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
に
よ
る
定
例
記
者
会
見

等
に
お
い
て
説
明
し
、
謝
罪
を
し
た
と
こ
ろ
で

す
。問

市
長
と
し
て
の
自
覚
及
び
危
機
管
理
能

力
、
義
務
、
使
命
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
自
分

を
律
す
る
つ
も
り
か
。

答
私
と
し
て
は
軽
率
な
行
動
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
深
く
反
省
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
し
、
信
頼
を
失
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、

深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
平
成
30
年
の
選
挙
で
公
約
し
た
ア
リ
ー
ナ

は
実
現
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
計
画
を
止
め
な

い
の
か
。

答
全
力
で
誘
致
に
努
め
、
ゼ
ビ
オ
社
と
の
協

議
再
開
を
目
指
し
ま
す
。

問
森
林
経
営
管
理
制
度
の
モ
デ
ル
地
区
は
ど

こ
か
。
こ
の
制
度
の
市
民
へ
の
周
知
は
い
か
に
。

答
地
積
調
査
が
完
了
し
た
大
瀬
町
・
瓜
生
野

地
区
を
選
定
し
、
意
向
調
査
を
進
め
ま
す
。
市

民
へ
の
周
知
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
制
度
の
概
要

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
掲
載
し
、
実
施
地
区
で
の

地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
は
公
募
で
き
な

い
の
か
。

答
一
定
の
基
準
が
必
要
で
慎
重
に
検
討
し
た

方
が
良
い
と
の
意
見
で
、
発
足
当
初
か
ら
公
募

の
規
定
を
設
け
な
い
と
し
ま
し
た
。

問
将
来
義
務
化
さ
れ
る
相
続
登
記
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
進
め
の
る
か
。

答
現
在
の
死
亡
者
の
相
続
人
に
送
付
し
て
い
る

現
所
有
者
申
告
の
案
内
に
、
相
続
登
記
の
義
務
化

に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
法

務
局
と
連
携
し
て
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

問
Ｆ
35
Ｂ
戦
闘
機
の
新
田
原
基
地
へ
の
配
備

に
よ
り
、
本
市
を
含
む
周
辺
自
治
体
へ
の
新
た

な
対
策
は
取
ら
れ
る
の
か
。

答
住
宅
防
音
工
事
助
成
事
業
を
、
う
る
さ
さ

指
数
80
Ｗ
ま
で
拡
大
し
ま
す
が
、
本
市
は
対
象

区
域
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

問
宮
崎
市
全
域
と
佐
土
原
地
域
の
公
共
下
水

道
の
接
続
率
と
公
設
合
併
浄
化
槽
の
普
及
率
と

整
備
促
進
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

答
公
共
下
水
道
へ
の
接
続(

水
洗
化
率)

は

市
域
全
体
が
93
・
４
％
で
、
佐
土
原
地
域
は

88
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
浄
化
槽
の

普
及
率
は
86
・
７
％
に
な
っ
て
お
り
、
利
子
の

補
給
制
度
や
普
及
推
進
員
に
よ
る
普
及
促
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
と
早
期
接
種
の

た
め
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
促
進
の
た
め
様
々
な
方
法
、

媒
体
を
利
用
す
る
こ
と
で
対
象
者
全
体
で
82
・

８
％
、
30
歳
以
下
も
７
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

問
水
際
対
策
に
有
効
な
空
港
や
宮
崎
駅
で

行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
実
績
は
。

答
県
内
５
か
所
で
行
わ
れ
、
３
か
月
で

４
７
６
４
件
で
水
際
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

宮崎市議会
議会中継
Webサイト

民
友
会

上
沖 

篤
史

17

前
新
会

前
本 

尚
登

18

政
友
会

下
村 

博
史

19

公
明
党

吉
田 

正
樹

20

市
政
同
志
会

図
師 

勝
幸

13

志
誠
会

日
髙 

透

14

公
明
党

太
場 

祥
子

15

市
政
同
志
会

黒
木 

恒
一
郎

16

Ｆ
35
Ｂ
新
田
原
基
地
へ
の
配
備

河
川
浄
化

コ
ロ
ナ
対
策

市
長
の
政
治
姿
勢

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
み
や
ざ
き

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

女
性
の
健
康
支
援

ア
リ
ー
ナ
の
将
来
性

森
林
施
策

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

相
続
登
記
義
務
化

不
妊
治
療

子
育
て
支
援
対
策

障
が
い
者
雇
用
の
現
状

交
流
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
の
あ
り
方

人
口
減
少
と
少
子
化
対
策

給
食
費
の
公
会
計

大
塚
台
緑
地

猿
対
策

有
害
鳥
獣
の
狩
猟
と
捕
獲

奨
学
金
の
代
理
返
還
制
度

夜
間
中
学
の
開
設
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宮崎市ふるさと農産物加工センター等の
指定管理者の指定について

市民が農産物加工センター等をより利用しやすく
なるよう、利用者の視点に立った利用条件等の見
直しを行うなど、さらに利用者が増えるような施
設運営の在り方について検討するよう意見を述べ
ました。

提出議案の
議決結果一覧

12月定例会及び12月臨時会 12月定例会では、市長提出議案のうち補正予算の専決処分1件が承認、
その他23件が可決、人事案件4件が同意され、請願2件は不採択、継続審
査となりました。なお、報告の6件は終了となりました。また、委員会提出
議案及び議員提出議案の条例は可決されました。12月臨時会では、市長
提出議案のうち補正予算の専決処分1件が承認、補正予算1件が可決さ
れました。

７件の議案について審査を行い、全て全員一致で
可決しました。なお、審査の過程で以下のような
意見要望が出されました。

６件の議案について審査を行い、全て全員一致で
可決しました。なお、審査の過程で以下のような
意見要望が出されました。

6 件の議案及び 1 件の請願について審査を行い、
議案は全て全員一致で承認又は可決、請願は賛成
少数で不採択としました。なお、審査の過程で以
下のような意見が出されました。

10 件の議案及び 1 件の請願について審査を行い、
議案は全て全員一致で承認又は可決、請願は全員
一致で継続審査としました。なお、審査の過程で
以下のような意見が出されました。

４
つ
の
常
任
委
員
会
は
、本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た

議
案
や
請
願
な
ど
に
つ
い
て
専
門
分
野
ご
と
に
詳
し
く
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
委
員
会
の
12
月
定
例
会
の
活
動
を
ま
と
め
ま
し
た
。

総務財政委員会

文教民生委員会

建設企業委員会

市民経済委員会

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

小中学校空気調和設備整備事業

今後も音楽教室以外の特別教室の空調設備の整
備及び耐用年数を迎える学校の空調設備の更新を
着実に進めるため、財源確保及び計画の策定に努
めるよう意見を述べました。

小戸地域子育て支援センター運営業務委託

利用者の安全確保に努めるとともに、市民に対し
て丁寧な説明を行い、移転後に混乱が生じないよ
うに努めるよう意見を述べました。 

消防車両整備事業

新型コロナ感染拡大の影響による生産ラインの縮
小等で、車両の年度内の納入が困難であったとの
ことです。コロナ禍においては、今後も同様の事
態が起こり得ることから、早めに生産状況等の確
認を行い、計画的な事業執行に努めるとともに、
物品の遅延状況等の全庁的な情報共有について
も検討するよう意見を述べました。

教育旅行推進事業

事業を構築する際は、本事業による本市への経済
効果についての検討を行い、事業終了後はその効
果の検証を行うよう
意見を述べました。

太陽エネルギー利用機器導入促進事業

今後は市民の平等性が確保できるよう事業の構築
等について検討するよう意見を述べました。

フェニックス自然動物園あり方検討事業

柔軟な視点で検討するとともに、フローランテ宮
崎とフェニックス自然動物園それぞれの指定管理
者の募集方法
の 在り方につ
いても引き 続
き検 討を進め
るよう意 見を
述べました。

種類 番号 件名 結果

12
月
定
例
会

委
員
会

提
出
議
案

4 宮崎市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例案 原案可決

議
員

提
出
議
案

7 宮崎市動物との共生に関する条例案 原案可決

市
長
提
出
議
案

173 「令和3年度宮崎市一般会計補正予算（第11号）」の専決処分について 承認
174 令和3年度宮崎市一般会計補正予算（第12号）案 原案可決
175 令和3年度宮崎市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
176 令和3年度宮崎市公園墓地特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
177 令和3年度宮崎市介護保険特別会計補正予算（第2号）案 原案可決
178 令和3年度宮崎市公設合併処理浄化槽事業特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
179 財産の処分について 原案可決
180 住居表示を実施すべき市街地の区域及び当該区域における住居表示の方法を定めることについて 原案可決
181 宮崎市葬祭センターの指定管理者の指定について 原案可決
182 宮崎南部墓地公園の指定管理者の指定について 原案可決
183 宮崎市清武総合福祉センターの指定管理者の指定について 原案可決
184 宮崎市清武地域子育て支援センターの指定管理者の指定について 原案可決
185 宮崎市ふるさと農産物加工センター等の指定管理者の指定について 原案可決
186 宮崎市道の駅フェニックスの指定管理者の指定について 原案可決
187 宮崎市清武体育館等の指定管理者の指定について 原案可決
188 宮崎市清武総合運動公園の指定管理者の指定について 原案可決
189 宮崎市フェニックス自然動物園等の指定管理者の指定について 原案可決
190 宮崎市交流センター条例等の一部改正について 原案可決
191 宮崎市手数料条例の一部改正について 原案可決
192 宮崎市保育所条例の一部改正について 原案可決
193 宮崎市国民健康保険条例の一部改正について 原案可決
194 宮崎市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決
195 宮崎市道路占用料条例の一部改正について 原案可決
196 令和3年度宮崎市一般会計補正予算（第13号）案 原案可決
197 宮崎市公平委員会委員の選任について 同意
198 宮崎市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
199 宮崎市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
200 宮崎市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

報
告

38 専決処分の報告について 終了
39 専決処分の報告について 終了
40 専決処分の報告について 終了
41 専決処分の報告について 終了
42 専決処分の報告について 終了
43 専決処分の報告について 終了

請
願

3 消費税インボイス制度の中止を求める意見書提出について 不採択※
4 宮崎市中央公園駐車場の夜間開放を求める請願について 継続審査

12
月
臨
時
会

市
長

提
出
議
案

201 「令和3年度宮崎市一般会計補正予算（第14号）」の専決処分について 承認※

202 令和3年度宮崎市一般会計補正予算（第15号）案 原案可決※

前
新
会

公
明
党

同
志
会

政
友
会

市
政
同
志
会

志
誠
会

社
民
党

は
ま
ゆ
う

民
友
会

令
政
会

日
本
共
産
党

（7） （6） （4） （4） （3） （3） （3） （3） （3） （3） （1）

請
願 第3号 ● ● ● ● ● ● ○ ● ○1

●2 ● 欠席

議案番号

会派（人数）

市
長

提
出
議
案

第201号 ○ ○ ○ ○ ○ ○2
●1 ○ ○ ○ ○ 欠席

第202号 ○ ○ ○ ○ ○2
●1

○2
●1

○2
●1 ○ ○1

●2 ○ 欠席

令和３年12月臨時会

令和３年12月定例会

※�鈴木一成議長（前新会）は、表決に加わりません。

上記結果に※印がついたものは、
賛成・反対がどちらもあった議案です。

「○」は賛成、「●」は反対

表決が分かれた議案の
会派別賛否一覧
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●動物を道路、公園、広場、その他の公共の場所に同伴する
時は、あらかじめ自宅などで排せつをさせる
ようにしましょう。

●動物を公共の場所に同伴する時は動物が排せ
つしたフンを回収し、尿を洗浄するための用具
を携帯しましょう。

●動物が自宅等以外の場所で排
せつをした時は、直ちに、
フンは回収し、尿は洗浄し
ましょう。

条例は地方自治体の議会の議決によって制定される「自治
立法」です。憲法第94条、地方自治法第14条などに基づ
き地方公共団体が法令の範囲内で議会の議決により制定
するものです。地方公共団体が義務を課し、または権利を
制限するには、法令に特別の定めがある場合を除くほか、
条例によらなければならないとされています。

みやざき動物愛護センターは、「人
と動物が真に共生する地域社会づく
り」を目指し、飼い主に対する適正
な飼養管理や終生飼養の徹底、保護
した犬や猫の譲渡の推進など、動物
愛護精神の醸成を図る拠点施設とし
て、平成29年4月に宮崎市と宮崎県
合同で設置しました。

●市や市民は災害が発生した場合には、
相互に協力し、動物の保護に努めまし
ょう。

●飼い主は災害時に備え、日頃から動物
の避難用品、エサの備蓄をし、動物を
避難させる場所の把握をしておきまし
ょう。

●飼い主は災害時の避難に備え、日頃か
ら動物のしつけや健康管理などを適切
に行うよう努めましょう。

多数飼育の届け出を行わない人は3万円以下、下記の事項につい
て該当する人は5万円以下の過料になります。

●フン等の回収・洗浄やエサやりの遵守
事項について、市長の勧告・命令に従
わない人。

●条例の施行に必要な範囲で求められる
報告・資料の提出、立入調査・エサ
やりに対する調査について、提出し
なかったり、虚偽の報告等を行ったり、
正当な理由なく拒んだりする人。

●地域住民は地域猫活動団体と連携
しながら、地域猫活動に対する理
解を深めるようにしましょう。

●市は地域猫活動の普及啓発を図り、
地域猫活動団体が行う不妊去勢手
術に関する取組に対し支援を行い
ます。

●地域猫活動をする団体は、その活動をする時は地域住民に
対し説明するようにしましょう。

●飼い主の氏名、住所
●犬・猫を飼養する自宅等の所在地
●市長が必要と認める事項

毎週日曜日に譲渡会を
開催しています。譲渡
会にはセンターで保護
している犬猫のほか、
動物愛護団体や一般
の方の犬猫の参加もあ
ります。

動物愛護センター
tel.85-6011
fax.85-6022

●犬の登録、狂犬病予防注射関係業務
●犬の保護・収容・返還、負傷犬猫の保護
●犬猫の譲渡
●犬猫の適正飼養、終生飼養に関する相談
●動物取扱業の登録、特定動物飼養届出
●動物愛護教室

(主な業務)

※犬の登録、登録事項変更、狂犬病予防注
射済票交付は保健所でも行っています。

条例がどのように作られるかは、次の3つがあります。
①市長が議会に提案し、議会の議決を経たうえで、市長が公布する。

②議会が自ら提案して制定したうえで、市長が公布する。

③市民の直接請求に基づき議会が制定したうえで、市長が公布する。

飼い主が守ること

災害時のペット対応

罰則について

地域猫活動について

エサやりについて

どうして「動物との共生に
関する条例」ができたの？条例ができる

までの動き

InformationInformation

犬猫譲渡会

みやざき動物愛護センターを知っていますか？

「宮崎市動物との共生に関する条例」の主な内容

条例はどのようにして
作られるの？

条例ってな～に?!

「宮崎市動物との共生に関する条例」が「宮崎市動物との共生に関する条例」が
    可決されました。可決されました。

多数飼育について

2

1

令和元年11月1日
宮崎市動物愛護促進議員連盟発足
令和2年1月14日
第1回動物愛護条例策定
プロジェクト会議
令和3年12月23日
宮崎市動物との共生に関する条例公布

総会・全体会を6回、条例制定を目指し
たプロジェクトメンバーによるプロジェ

クト会議を20回開催し、関係者への事情
聴取や自治会、ボランティア団体、獣医
師会と意見交換会を実施し、条例案を作
成。その後、パブリックコメントも実施
したあと、令和3年12月定例会に議員提

出議案として条例案を提出し、議決さ
れました。

・犬や猫のフンの放置
・飼い主のいない猫へのエサやりによ
る迷惑行為

・飼い主が管理できなくなる
　多数飼育崩壊
・災害発生時のペット避難場所の確保

などの声が市民から上がっていました。
市議会では「宮崎市動物愛護促進議員連
盟」を発足。プロジェクトメンバーは、なぜ
このような問題が起きているのか、どういう
ところで主に起きているのかなどを調査す
ることから始め条例制定の準備を進めて

きました。

犬・猫(生後91日未満のものを除
く)の飼い主は、一つの自宅等に
おいて飼養する犬・猫の合計数が
10匹以上となった時は、その日か
ら30日以内に次の事項を市長に届
け出なければなりません。

令和3年12月定例会で「宮崎市動物との共生に関する条例」が可決されました。
現在、動物の愛護及び管理に関する法律が制定されていますが、不適正な飼養を行っ
ている飼い主や無秩序な野良猫のエサやりに具体的ルールや実効性のある規定があり
ません。そこで実効性のあるルールが必要と考え、本条例を宮崎市動物愛護促進議員
連盟が提案しました。動物と共生できる社会づくりを心がけていきましょう。

飼い主のいない猫に対し、継続的にま
たは反復してエサやりをする人は、そ
の猫の繁殖を防止するために不妊去勢
手術など必要な措置をした上で、適切
なエサやりやフン尿の処理をするよう
にしましょう。

議員提案
により
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より多くの方に情報をお届けす
るためにインスタグラムを開設
しました。ぜひフォローしてくだ
さい。

インスタグラムを開設

令
和
4
年
1
月
発
行 

（
11
万
１
５
０
０
部
発
行
）

みやざき市議会だより第３号をご覧いた
だきありがとうございます。
さて、12月定例会におきまして、議員提出
により「宮崎市動物との共生に関する条
例」が可決されました。
この条例は、議員有志でプロジェクト
チームを発足し、関係団体等との協議
や、市民の方々との意見交換を重ね、制
定に至りました。
表紙については、この条例を市民の皆様
にも知っていただきたいと思い、動物と
の共生をテーマとした写真にしています。
また、11ページには、本条例の主な内容
をイラストを交えてご紹介しております
ので、ぜひご覧ください。
本年も宮崎市議会の活動にご理解いた
だきますとともに、新しい１年が皆様にと
りまして健康で幸多き年になりますよう、
ご祈念申し上げます。

広報広聴委員会　編集委員
小牧　義隆
黒川　正信

上田　武広
黒木恒一郎

久保田早紀
日髙　　透

編 集 後 記市議会ホームページも、ぜひご活用ください!

公式Facebookでは、一般質問
の要旨や常任委員会・特別委
員会の活動などをメインに情
報を発信しています。

市議会ホームページでは、

議会の最新ニュースや会議

録をはじめ、議会に関する

さまざまな情報を発信して

います。インターネットなら

ではの便利な機能もご用意

していますので、「みやざき

市議会だより」と併せてご

活用ください。

会議録の検索、閲覧が可能

市議会ホームページなら…

平成元年以降の会議録が登録されてお
り、「発言者」や「会議録の種類」、「日付」
などで文書を絞り込むことができます。

ホームページで本会議を中継！
市議会ホームページで定例会や臨時会
の本会議を中継しています。過去の議
会の録画映像もご覧いただけます。

https://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/parliament/

Facebookでも情報を発信
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12
月
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例
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議会を傍聴しませんか
市議会の本会議や常任委員会、特別委員会は自由に
傍聴できます。傍聴の際は、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、マスク着用等にご協力ください。

市議会からのお知らせ

宮崎市議会議会中継
ホームページ

会議の模様を宮崎ケーブルテレ
ビ（地上11ch）で
放送しています。

インターネットで見るテレビで見る
会議の模様を録画配信していま
す。ホームページ
からアクセス
してください。

※会期日程は変更になることが
あります。正式な日程が決定し
ましたらホームページにアップし
ます。

次の定例会は

予定

3月定例会

2/28月〜


